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きじまるくん

三世代で渡り初め

　3月15日快晴、待望の押切橋の開通式典が行われました。県知事をはじ
め、国会議員や県議会議員が出席したこの式典は、県が管理する中で最長の
長大橋の完成を祝うのにふさわしく、盛大なものとなりました。写真は大字
塩の中島儀市さんのご家族による渡り初めです。
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内
諸
　
商
　
予
　
災

その他
〔　54，962〕

議会費
〔　94，992〕

消防費
〔149、961〕

公債費
〔　183，164〕

衛生費
〔　254，347〕

民生費
〔　268，187〕

土木費
〔401，897〕

総務費
〔　445，712〕

教育費
〔　475，321〕

農林水産業費

〔626，457〕

■歳出0

■平成3年度

団平成2年度
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■過去10年間の当初予算推移（一般会計）
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　　■歳入　　o

　　　　町　　　　税

　　　　〔1，433，394〕

　　　地方交付税

　　　　〔　598，000〕

　　　　国・県支出金

　　　　〔　381，415〕

　　　町　　　　債

　　　　〔　115，000〕

　　　自動車取得税交付金

　　　〔　85，000〕

　　　地方譲与税

　　　〔　82，000〕

　　　繰　入　金

　　　　〔　77，653〕

　　　繰　越　金

　　　　〔　50，000〕

　　　そ　の　他

　　　〔132，538〕藁

内　訳

財　　産　　収　　入
　　　　　〔45，240〕

諸　　　収　　　入
　　　　　〔35，289〕

分担金および負担金
　　　　　〔2！．462〕

使用料及び手数料
　　　　　〔17．546〕

利子割交付金
　　　　　〔IO，000〕

交通安全対策特別交付金

　　　　　〔1，600〕

ゴ’レフ場利用税交付金

　　　　〔1，400〕
寄　　　附　　　金
　　　　〔　　1〕
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平
成
一
二
年
度
の
町
の
予
算
が
、
三
月
定
例
議
会
で

決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
深

い
つ
な
が
り
の
あ
る
一
般
会
計
予
算
は
、
二
十
九
億

五
千
五
百
万
円
。
昨
年
度
に
比
べ
る
と
、
七
千
二
百

万
円
（
二
・
四
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
が
設
置
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
五
つ
の
特
別
会
計
予
算
を
合
わ

せ
た
予
算
の
総
額
は
、
四
十
七
億
六
千
七
百
十
六
万

円
。　
こ
れ
ら
を
「
活
力
あ
る
豊
か
な
町
づ
く
り
」
に
向

け
て
配
分
し
ま
し
た
。
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　　　　　　みんなの29億5

町民の暮らしを支える

　　　　　　　生活利便都市

睡
　　　　　　　　　単位　千円

市街地整備・・………・162，148

0土地区画整理事業160，550
0熊谷南部地域開発……1，598

道路・橋りょう……150，000
0交通安全施設整備事業

　　　　　　　　・5，500
0幹線道路整備事業…24，000

0生活道路整備事業120，500
農業集落排水事業…252，501

、生活にゆとりとうるおいのある

　　　　　　1快適環境都市

公園・緑地……………11，042

0中央公園整備事業……2，842

0駒形公園（仮称）整備事業

　　　　　　　　　・8，200
公害対策事業一、…………3，520

ゴミ・し尿処理……145，342
0し尿処理事業……・一58、533

0ごみ処理事業………71，079
0塵芥収集事業………14，091
0環境美化推進事業……一・300

0ごみ処理容器購入助成事業

　　　　　　　　　　1，339
防災・防犯……………17，543

0防災行政無線整備事業

　　　　　　　　　・8，652
0消防施設整備事業……8，891

交通安全施設整備事業…3，611
　（3）

　安心していきいきと暮らす

　　　　　　　健康都市

保健9医療……………24，333
0健康管理台帳電算処理事業537

0疾病予防・健康づくり推進事業

　　　　　　　　・14，736
0母子保健事業…一一……310
0機能訓練事業…………3，890

0健康診断助成事業……3，750

0寝たきり予防対策事業

　　　　　　　　　・1，110
福祉…・…………・…・108，009

0高齢者対策事業………4，927
0寝たきり老人等入浴サービス事業

　　　　　　　　　・1、830

O寝たきり老人短期保護事業

　　　　　　　　　　　・394
0老人家庭奉仕員派遣事業…999

0社会福祉協議会の充実

　　　　　　　　　・6，430
0児童措置事業………93，429
社会保険の充実・・…・…34，072

0国民健康保健の充実

　　　　　　　　　・8，750
0老人医療の充実……25，322
同和対策事業……………5，334

ふるさとの文化を大切にする

　　　　　　　生涯学習都市

学校教育……………145，057
0小学校施設整備事業

　　　　　　　　・123，　557

O中学校施設整備事業

　　　　　　　　・21，500
パソコン導入事業………4，824

社会教育…………一…・・4，387

0同和問題啓発事業……2，833

0生涯学習推進事業……1，554
コミュニティづくり推進事業

　　　　　　　　　　　・600
文化一…………・……13・848●
O歴史公園整備事業…………565

0町史編さん事業……13，283

　活力にあふれ躍動する

　　　　　　　　自立経済都市

農林業の振興………481，416
0農業経営の安定確立事業

　　　　　　　・・126，　146

0生産基盤整備事業…96，231
0生活環境整備事業

　　　　　　　　。244，　500
0同和対策農業振興事業

　　　　　　　　・14，539
テクノグリーン構想の推進……77

商業の振興………………6，654
観光振興推進事業………一115●

町民の夢を大切にし実現する

　　　　　　未来都市

広報の発行……………・6，489

行政運営………………36，244

0電算事務運営事業…29，364
0統計思想普及事業…　　　・880

0町勢要覧作成事業…・・6，000



特別会計
　　（各グラフの単位は：千円）

前年と比較した特別会計のうごき

住　宅

集　排

蕪平成31年度

懸平成2年度

国保嚢

水
、
藍

合計名

2f意　 4億　6f意　 8f意　10仁意

の多様化、医療の進歩など

によって運営が不安定なも

のとなり、財政運営は依然

として厳しいものがありま

す。このため、安定した国

保制度の維持を図るため健

全な運営に努め、疾病予防

に重点を置き、健康で活力

に満ちた毎日を送るため、あ

らたに歩く健康づくり事業

などを計画し、歳入歳出そ

れぞれ4億2，900万円を
計上いたしました。

国民健康

　保険税
〔189，801〕

国庫支出金
〔156，966〕

療養給付費

　交付金
〔31，410〕

そ　の　他
〔50，823〕
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保
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β
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8
5

老
　
〔

総　務　費
〔32，059〕

そ　の　他
〔12，233〕

●
　　　　老人保健特別会計に

　　　ついては、老人が健康

　　　で生きがいを持ち、安

　　　心して生活できる安定

　　　した運営基盤とするた

　　　めに、高齢者の健康保

　　　持と増進の啓もう用バ

　　　ンフレットの配布や健

　　　康者表彰などに加え、

　　　今年度あらたに受給者

　　　証の更新の際、万歩計

　　　を配布し、歩く健康づ

　　　くりの促進を計画し、

　　　歳入歳出それぞれ4億

　　　7，194万円を計上
●いたしました。

支払基金

　交付金
〔326，429〕

国庫支出金
〔92．957〕

繰　入　金
〔24，322〕

そ　の　他
〔28，232〕

医療諸費
〔465，789〕

予　備　費
〔5，000〕

也　
5
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の
」

多
㌧
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健

躍幽毯…糊麟誹護毒譲簸勧醸

　農業集落排水事業に

ついては、農村生活環

境の改善を図るた’へ、

今日まで積極的に取り

組んでまいりました。

　本年より、事業の円

滑な運営とその経理の

適正を図るため、特別

会計を設置し、農村生

活環境の改善に資する

ことを基本として、歳

入歳出2億5，250
万1千円を計上いたし

ました。

圏
、
魍

県支出金
〔151，250〕

町　　債、
〔80，000〕

そ　の　他
〔21，251〕

農業集落排
水事業費
〔252，500〕

予　備　費

　　〔1〕

　住宅資金貸付事業に

ついては、生活環境の

改善整備を図ることを

目的として、今日まで

積極的に取り組んでき

ました。本年度も引き

続き生活環境を改善し、

同和問題解決に資する

ことを基本理念としま

した。

　事業は、住宅新築資

金貸付事業並びに住宅

新築資金等貸付事業債

の償還などで、歳入歳

出1，788万7千円
を計上いたしました。

諸　収　人
〔11．520〕

町　　　債
〔4，600〕

そ　の　他
〔1，767〕

費
〕

　
　
7
6

主
貝
5

玄

住宅資金貸
付事業費
〔6，261〕

諸支出金
　〔50〕

　水道事業会計につい

ては、水源の確保に万

全を期すため、平成3

年4月1日より県水を
受水することになりま

した。

　本年度の重要施策は、

水源電気計装設備、配

水ポンプ設備、テレメ

ーター設備工事を行う

とともに管網整備とし

て配水管の布設と老朽

管の更新を進め漏水防

止に努めます。

圏轟、1圏

企　業　債
〔300，000〕

営業収人
〔283，516〕

営業外収益
〔31，502〕

負　担　金
〔24，763〕

そ　の　他
〔1，051〕

建設改良費
〔491，227〕

営業費用
〔221，948〕

営業外費用
〔85，416〕

そ　の　他
〔20，569〕

（4）



平
成
三
年
第
一
回
臨
時
会
が
三
月
二
日
に
開
催
さ
れ
、
議
長
・
副

　
議
長
を
は
じ
め
議
会
構
成
が
決
定
し
、
つ
づ
い
て
第
一
回
定
例
議

　
　
会
は
三
月
六
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
会
期
十
三
日
間
で
開
催
さ
れ

　
　
　
ま
し
た
。

　
　
　
　
今
回
の
定
例
議
会
で
は
、
平
成
三
年
度
一
般
会
計
予
算
、
各
特
別

　
　
　
　
　
会
計
予
算
、
平
成
二
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
や
改
定
、
北

　
　
　
　
　
　
方
領
土
の
早
期
返
還
に
関
す
る
要
望
決
議
な
ど
二
十
六
議
案
が
上

　
　
　
　
　
　
　
程
さ
れ
本
会
議
、
各
常
任
委
員
会
で
慎
重
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

会
意新年度予算など26議案を可決・同

○
江
南
町
減
債
基
金
条
例
（
原
案
可
決
）

○
江
南
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

　
計
設
置
条
例
（
原
案
可
決
）

○
江
南
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例
（
原
案
可
決
）

O
江
南
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
（
原
案
可
決
）

O
江
南
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例
（
原
案
可
決
）

○
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例
（
原
案
可
決
）

O
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

　
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例
（
原
案
可
決
）

0
江
南
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

　
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

0
証
人
等
の
実
費
弁
償
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

○
江
南
町
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

○
江
南
町
技
能
労
務
職
員
の
給
与
の
種

　
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
（
原
案
可
決
）

○
江
南
町
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

O
平
成
三
年
度
江
南
町
一
般
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
　
●

○
平
成
三
年
度
江
南
町
国
民
健
康
保
険

　
特
別
会
計
予
算
（
原
案
可
決
）

O
平
成
三
年
度
江
南
町
老
人
保
健
特
別

会
計
予
算
　
　
（
原
案
可
決
）

0
平
成
三
年
度
江
南
町
住
宅
資
金
貸
付

　
事
業
特
別
会
計
予
算
（
原
案
可
決
）

○
平
成
三
年
度
江
南
町
水
道
事
業
会
計

　
予
算
（
原
案
可
決
）

O
平
成
三
年
度
江
南
町
農
業
集
落
排
水

　
事
業
特
別
会
計
予
算
（
原
案
可
決
）

O
平
成
二
年
度
江
南
町
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
四
号
）
　
　
（
原
案
可
決
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
六
千
八
百

万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
は
三
十
八

億
三
千
六
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

O
平
成
二
年
度
江
南
町
国
民
健
康
保
険

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

O
平
成
二
年
度
江
南
町
老
人
保
健
特
別

　
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

○
平
成
二
年
度
江
南
町
水
道
事
業
会
計

　
補
正
予
算
（
第
三
号
）
（
原
案
可
決
）

0
町
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
、

柴
　
芳
夫
氏
（
大
字
柴
一
五
三
）

　
　
　
　
　
（
原
案
同
意
）

　
町
議
会
議
員
選
挙
後
、
初
め
て
の
臨

時
議
会
が
三
月
二
日
に
開
催
さ
れ
、
議

長
・
副
議
長
の
選
挙
を
は
じ
め
、
各
常

任
委
員
な
ど
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
（
敬
称
略
）

　
議
　
長
　
　
杉
田
彌
平

　
副
議
長
　
　
柴
田
清
次

◎
印
は
委
員
長
　
　
O
印
は
副
委
員
長

総
務
常
任
委
員
会

◎
折
川
　
高
一
　
　
〇
篠
田
　
正
勝

　
三
田
　
清
一
　
　
　
冨
田
　
利
夫

　
柴
　
　
芳
夫
　
　
　
柴
田
　
清
次

　
杉
田
　
彌
平

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

◎
持
田
　
知
丈
　
　
O
鎌
塚
　
義
一

　
尾
島
　
　
茂
　
　
　
井
上
　
勝
義

　
篠
崎
　
長
司
　
　
　
柴
田
　
守
次

産
業
建
設
常
任
委
員
会

◎
福
田
　
　
清
　
　
O
寺
山
　
孝
作

　
吉
沢
　
淳
次
　
　
　
岡
田
　
政
秋

　
小
沢
　
孝
平
　
　
　
福
島
　
　
明

　
飯
山
鳥
敏
宏

　
　
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員

大
里
南
部
環
境
福
祉
一
部
事
務
組
合

　
小
沢
　
孝
平
　
　
　
福
田
　
　
清

　
杉
田
　
彌
平

荒
川
南
部
環
境
衛
生
一
部
事
務
組
合

　
福
島
　
　
明
　
　
　
鎌
塚
　
義
一

　
柴
田
　
清
次
　
　
　
折
川
　
高
一

大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合

　
篠
田
　
正
勝
　
　
　
寺
山
　
孝
作

熊
谷
地
区
消
防
組
合

　
篠
崎
　
長
司
　
　
　
柴
田
　
守
次

（5）
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鱗一、瀬轟

　希望を胸に191名卒業
　春光うららかな3月16日、江南中学校で第

32回卒業式が行われました。

　この日卒業証書を授与された生徒は、191名

（男88名、女103名）、先生や在校生の拍手で

送られ、希望を胸に3年問まなんだ学舎を後

に巣立っていきました。

　1審i「　襲　　一驚　海　贈　β11ζEE「　　・P脹1、　　i薦、β｝I　IEi　　　　　　照「　』’　一駈　　F妥i畷　’ill寧　　　一　　1』1妻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上により水の使用量が非常に多くなってきま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかし、これまでの水源はすべて地下水
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（浅井戸）であり、冬の渇水期には水位が低

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下し、取水量が少なくなり給水制限寸前とな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　った年が何年かありました。

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これにより、安定した水源の確保が図られ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渇水期における水不足の心配も解消されます。

、・奪罫ヒ、誓、』、、ζ』、　　◎1☆繹峯彫饗、襟紬…鯨．
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…
　
カ
ル
シ
ウ
ム
を
十
分
と
っ
て
丈
夫
な
骨
づ
く
り

◎
石
の
よ
う
に
も
ろ
く
　
つ
ぶ
れ
や
す
く

婦
な
り
、
簡
単
に
骨
折
す
る
と
い
う
状
態

鱒
す
な
わ
ち
骨
粗
し
ょ
う
症
と
い
う
病
気

傷ゆ

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
病
気
は
、

つ

婦
閉
経
後
の
女
性
や
高
齢
者
に
多
く
、
六

幅
十
五
歳
の
女
性
で
は
二
人
に
一
人
、
男

婦
性
で
は
、
十
人
に
一
人
が
こ
の
病
気
に

・
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

励
　
と
こ
ろ
で
、
骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防

婦
す
る
に
は
、
若
い
う
ち
か
ら
、
十
分
に

鱒
カ
ル
シ
ウ
ム
を
と
り
、
骨
に
十
分
な
力

砺ゆ傷ゆ

ル
シ
ウ
ム
を
蓄
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

励
　
そ
れ
で
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
と

婦
る
に
は
、
食
事
で
は
ど
の
よ
う
な
点
に

幅
注
意
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

…
　
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含
む

鱒
…
　
　
　
食
品
を
十
分
に
と
る

励
　
成
人
が
一
日
に
と
る
べ
き
カ
ル
シ
ウ

卿
鱒
ム
の
量
は
六
〇
〇
㎎
で
す
。

傷ゆ

　
牛
乳
一
本
に
は
二
〇
〇
㎎
、
豆
腐
半

鱒
r
に
は
一
七
〇
㎎
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
含

・
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
乳
製
品
、
小

幅
魚
、
海
そ
う
類
、
緑
黄
色
野
菜
に
も
多

幅
　
あ
な
た
の
骨
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足

鱒
で
泣
い
て
い
ま
せ
ん
か
。

励
・
　
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
丈
夫
な
骨
を
つ
く

砺ゆ

る
た
め
に
は
絶
対
必
要
な
も
の
で
す
。

鱒
ヵ
ル
シ
ウ
ム
が
不
足
す
る
と
、
骨
が
軽

O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ビ
タ
ミ
ン
D
、
た
ん
ぱ
く
質
の

　
豊
富
な
食
品
を
い
っ
し
ょ
に
と
る
。

　
　
　
　
　
　
、

カルシウム匿

　　　1本200CG

　　　＜200魅渉〉

　　牛乳

　
ビ
タ
ミ
ン
D
　
た
ん
ぱ
く
質
は
カ
ル

シ
ウ
ム
の
吸
収
を
よ
く
し
ま
す
の
で
い

っ
し
ょ
に
と
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
ビ
タ
ミ
ン
D
を
多
く
含
む
食
品
（
青

背
の
魚
、
肉
類
、
卵
黄
、
し
い
た
け
）

　
た
ん
ぱ
く
質
を
多
く
含
む
食
品
（
牛

乳
、
乳
製
品
、
肉
類
、
大
豆
製
品
、
卵
）

　
な
お
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
よ
く

す
る
ビ
タ
ミ
ン
D
は
、
日
光
に
当
た
る

こ
と
に
よ
り
皮
膚
で
作
ら
れ
ま
す
。
し

た
が
っ
て
適
度
に
日
光
に
当
た
る
こ
と

も
大
切
で
す
。

　
加
工
食
品
は
ひ
か
え
め
に

　
リ
ン
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
悪

く
し
ま
す
。
加
工
食
品
、
イ
ン
ス
タ
ン

ト
食
品
に
は
、
多
く
の
リ
ン
酸
塩
が
食

品
添
加
物
と
し
て
含
ま
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ひ
か
え
め
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
家
を
支
え
る
の
は
柱
、
身
体
を
支
え

る
の
は
骨
で
あ
る
こ
と
を
く
れ
ぐ
れ
も

忘
れ
な
い
で
、
骨
の
健
康
に
は
、
若
い

時
か
ら
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

打〈円o気｝〉

し1了‡1

　とうふ

　　　Zん203
ぴ
り
〈2207〉

　　　　《爽テし）
いわし

　　　夫二じ’拝

。・σ・」　　lo｝
◎D■●　◎

凋
　
　 くロ07〉
ご　ま

　　　薫もの1鉢

斗湯65｝

　　＜190γ》
　小松菜

※小松菜・京菜などの

　緑黄色野菜やかぶの

　葉・だいこんの葉、し

　その葉はカルシウム

　を多く含んでいます。

　そのうえビタミンA

　のもとになるカロチ

　ンも多く、お年寄り

　の健康づくりにおす

　すめできます。

／カルシウムたっぷり＼
　　　メニュー
材料　　　　（ごまあえ）

小松菜　　　．　作り方
ちりめんじや一　アク抜きした
ごま　　　　　小松菜とちり
さとう　　　　　めんじゃこ

ぐうゆ　変茗ま竺　　　　　　　　　覧
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㊦
①
②

　
三
月
三
日
、
教
育
委
員
会
・
体
育
協

会
主
催
に
よ
る
町
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
日
頃
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

を
や
っ
て
い
る
お
年
寄
り
だ
け
で
な
く
、

若
い
世
代
の
人
た
ち
に
も
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
お
互

い
の
親
睦
を
深
め
合
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
小
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
幅
広
い
年
齢
層
で
の
参
加
が
あ
り
、

初
心
者
の
部
、
ベ
テ
ラ
ン
の
部
、
合
わ

せ
て
三
十
三
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
な
ご

や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
楽
し
い
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

0
0
0
①

▽
初
心
者
の
部

　
●
出
場
チ
ー
ム

　
上
押
切
、
御
正
新
田
、
板
井
、

　
樋
春
親
睦
会
、
塩
、
樋
春
南
、

　
　
小
江
川
西
B
、
小
江
川
西
C
、

　
　
成
沢
下
A
、
成
沢
下
B
、
野
原
A

　
　
野
原
B
、
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
、
三
本

　
　
千
代
、
小
江
川
東
、
下
押
切

　
●
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
樋
　
春
　
南

　
　
　
1
7

　
　
塩

野
　
　
原
A

樋
春
親
睦
会

御
正
新
田

上
　
押
　
切

（8）
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樋
春
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会
2
1
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樋
春
南



　
　
祉

幅
ノ

蘇㌔

　
拠
、

城
県
仙
台
市
、

再発見

地
名
は
語
る

「
千

　
ネ
せ
ん
だ
い
」
と
い
う
地
名
は
、
宮

　
　
　
　
　
　
鹿
児
島
県
川
内
市
な
ど

日
本
各
地
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地

名
や
場
所
に
何
か
共
通
点
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

荒
川
沿
い
に
「
ハ
ケ
」
と
呼
ば
れ
る
台

地
斜
面
が
続
き
、
沖
積
地
と
台
地
を
隔

て
て
い
ま
す
。
　
「
ダ
イ
」
は
低
地
か
ら

仰
ぎ
見
て
高
地
に
広
が
る
平
担
地
を
意

味
し
ま
す
。
千
代
地
区
で
は
ゼ
ク
セ
ル

周
辺
、
成
沢
地
区
で
は
浄
水
場
周
辺
に

「
代
」
の
地
名
が
あ
り
ま
す
。
町
内
に

あ
る
「
台
」
の
つ
く
地
名
も
同
じ
意
味

を
表
わ
し
、
低
地
と
高
地
の
明
ら
か
な

場
所
と
い
え
ま
す
。
そ
し
て
、
　
「
せ
ん

だ
い
」
と
す
る
と
大
き
な
川
に
面
し
て

い
る
と
い
う
条
件
が
つ
く
よ
う
で
す
。

仙
台
市
は
広
瀬
川
、
川
内
市
は
川
内
川
、

千
代
は
荒
川
と
、
地
名
の
上
で
は
親
威

に
当
る
で
し
ょ
う
か
。

　
千
代
地
区
は
天
正
二
十
年
（
一
五
九

二
年
）
伊
奈
忠
次
に
よ
り
、
甲
斐
武
川

衆
へ
知
行
地
を
割
り
あ
て
た
文
書
の
中

に
「
武
川
せ
ん
だ
い
の
郷
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
記
録
が
最
初
の
よ
う

で
す
。
文
禄
四
年
二
五
九
五
年
）
に

豊
臣
秀
吉
に
よ
る
太
閣
検
地
が
実
施
さ

　
　
　
む
ん
な
わ
う
ち
み
ず
ち
タ
う

れ
、
　
「
御
縄
打
水
帳
」
　
（
土
地
台
帳
、

課
税
台
帳
の
性
格
を
持
つ
書
類
）
に
は

　
ま
ず
、
江
南
町
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

代
」

●第10話

「
千
代
」
の
文
字
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
文
書
に
は
、
当
時
の
千
代
地
区
の

地
名
が
数
多
く
示
さ
れ
、
今
は
見
え
な

い
地
名
を
載
せ
る
な
ど
、
興
昧
深
い
史

料
で
す
。

　
こ
の
文
書
を
伝
え
る
小
久
保
家
は
、

ど
る
い

土
塁
と
堀
を
残
す
中
世
の
館
跡
に
あ
っ

て
、
鬼
門
の
方
向
に
は
飯
玉
神
社
が
あ

り
ま
す
。
同
家
は
、
明
治
時
代
ま
で
千

代
村
の
名
主
を
勤
め
て
い
ま
す
。

　
千
代
の
集
落
の
大
半
は
大
字
の
東
部

へ
集
ま
り
、
西
部
は
山
林
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

　
　
　
　
　
　
　
か
た
よ
り

し
て
こ
の
よ
う
な
片
寄
が

で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

地
元
の
伝
え
で
は
、
い
つ

の
頃
か
火
山
灰
が
た
く
さ

ん
降
っ
て
畑
が
ダ
メ
に
な

っ
た
の
で
移
転
し
た
と
い

い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
地

誌
に
は
、
「
赤
土
で
土
地
は

痩
せ
時
々
乾
燥
に
苦
し
む
」

と
記
さ
れ
て
ま
す
。
検
地

帳
に
は
、
田
畑
十
五
町
、

林
九
十
五
町
と
記
さ
れ
、

圧
倒
的
に
林
が
し
め
て
い

ま
す
。
そ
の
畑
さ
え
林
畑

（
生
産
性
が
低
く
、
税
が
安

い
、
焼
畑
ら
し
い
）
と
な

っ
て
い
る
例
が
あ
り
ま
す
。

林
は
薪
を
取
る
雑
木
林
と
建
築
材
と
な

る
赤
松
林
の
よ
う
で
し
た
。
林
は
多
く

の
水
を
蓄
え
ま
す
。
本
シ
リ
ー
ズ
の
三

本
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
三
本
方
面

へ
流
れ
る
水
は
今
も
枯
れ
て
い
ま
せ

ん
。
林
の
中
に
点
在
す
る
沼
の
水
は
驚

く
ほ
ど
清
ら
か
で
す
。
産
物
と
し
て
酒

が
造
ら
れ
た
こ
と
も
う
な
づ
け
る
で
し

ょ
う
。
現
在
、
西
部
地
域
は
大
規
模
な

発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
原
始
、

古
代
の
大
き
な
集
落
の
跡
、
埴
輪
を
焼

い
た
か
ま
跡
な
ど
が
続
々
と
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。
先
の
い
い
伝
え
を
裏
付
け

る
も
の
で
し
ょ
う
か
。
少
な
く
と
も
、

干
代
地
区
の
歴
史
の
古
さ
を
証
明
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
　
●

▽
ベ
テ
ラ
ン
の
部

　
●
出
場
チ
ー
ム

　
　
樋
春
南
、
小
江
川
西
、
千
代
、

　
　
柴
、
小
江
川
東
、
御
正
新
田
、

　
　
上
新
田
、
三
本
、
板
井
、
野
原
、

　
　
上
押
切
、
下
押
切
、
塩
、
樋
春
北

　
　
成
沢
上
、
成
沢
下

　
●
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
正
新
田

　
　
　
　
1
3

樋春南

21

小
江
川
東

　
柴

千
　
　
代

小
江
川
西

樋
春
南

●
三
位
決
定
戦

小
江
川
西
2
5
1
2
3
御
正
新
田

　
二
月
二
十
七
日
か
ら
三
月
十
六
日
ま

で
の
八
日
間
、
江
南
中
柔
道
場
を
会
場

に
柔
道
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
新
し
く
柔
道
を
始
め

る
小
学
二
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
、
二
十

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
柔
道
愛
好

会
の
人
た
ち
の
指
導
に
よ
り
、
す
で
に

柔
道
を
や
っ
て
い
る
子
供
た
ち
と
い
っ

し
ょ
に
基
本
か
ら
指
導
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
八
日
間
の
教
室
を
通
し
て
柔
道

の
技
だ
け
で
な
く
、
礼
儀
作
法
や
忍
耐

力
も
身
に
つ
け
充
実
し
た
教
室
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
後
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

今
月
の
ス
ポ
ー
ツ

十
三
日
～
　
剣
道
教
室

二
十
日
　
　
　
　
　
（
町
民
体
育
館
）

二
十
一
日
　
江
南
町
卓
球
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
民
体
育
館
）

二
十
一
日
～
春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

二
十
八
日
　
　
　
　
　
（
運
動
公
園
）

二
十
九
日
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
団
式

　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
民
体
育
館
）

（9）



繕　
舞 ・

華
「

－
，
灘

藝灘　韓

　懸、灘墾

其lj　II　4弄123日（火）

　　　午前9il、鴇0分～正午まで

場　所　勤労福祉センター第2研修

　　　室
内容行政への不満など
問合せ　総務課　内線227

期　日

場所

内　容

問合せ

圖

心配ごと相談
4月9日（火〉・23日（火〉

午前9時30分～正午まで
勤労福祉センター第2研修

室

日常生活での悩みごと

社会福祉協議会　内線252

　　回　囮
憲法をくらしに生かす

日
所
容

期
場
内

●

その他

県民のつどい

5月11日（土）午後1時開場

熊谷会館ホール

中村メイコ氏による記念公

演、ばんばひろふみ氏によ

るコンサートなど

入場無料、ただし入場整理

券が必要。入場整理券は県

庁県民案内室、各地方県民

センターで直接配布。

ハガキによる申し込みは。

埼玉県民総務課まで

〒336浦和市高砂3－15－1

固定資産課税台帳の縦覧

　固定資産課税台帳の縦覧は、平成

三年度の固定資産税を決める基礎と

講一　　難
　、繊．

　　　　　　　　嚢・鑓羅　譲難　灘1難、Pミ蓑

なる固定資産の状況や価格を、あな

た自身の目で確かめていただくもの

です。

　今年の1月1日現在で町内に固定
資産（土地・家屋・償却資産）を持

っている人は、この機会に課税台帳

をご覧ください。

期　日　4月1日（月）～20日（D

　　　午前8時30分～午後5時
　　　土曜日は正午まで（ただし、

　　　日曜日と第2土曜日の13日
　　　は除く）

場　所　役場税務課

問合せ　役場税務課固定資産税係

　　　a36－1521　内線254

20歳以上の学生は国民

年金に強制加入

　本年4月から、昼間部の学生で、

20歳以上の人は国民年金に必ず加入

することになります。

　手続きは、学生本人の住所地でと

ることになりますが、本人の親が手

続きの代行をしていただくこともで
きます。

　保険料は月額9，000円です。
　なお、本人および本人の親に保険

料納付が困難な場合は、免除の申請

ができることになっています。

　加入もれのないよう、早目に届出

をしましょう。

　年金給付は

●年をとった時にも老齢基礎年金

　（月額56，775円）
●障害者となった時に障害基礎年金

轟
（1級

　月額56，775円）などが受給で
　きます。

　くわしくは、役場住民課国民年金

係へ奮36－1521

労働時間制度の改正について

　平成3年4月から、

労働時問が短縮されることなどを内

容とする労働時問制度の改正が行わ

れます。

　46時間）となります。　　　　　　購欝
◎規模5人未満の商業・サービス羅難

　業の法定労働時間については、週
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　48時間、1日8時間（現行　週54鞭　灘

．、講鋸額　
登繍善膿灘灘
手数料の額が、500円から600　懸
円（加算額は200円）に改定され　　1
ることになりました。　　　　　　　嚢　　…韓

金　　三

　　　　　　　　　　　1　懸騒』

灘欝鎌雛苺1
月額70，966円、2級、1鰐
　　　　　　　　　　　．鰭
　　　　　　　　　　　霧　／i
　　　　　　　　　　　／　i’
　　　　　　　　　　　麟
　　　内線224
　　　　　　　　　　　　　墾

　　　　　　　　　　　囎

ε
う
を
勘

　
　
　
俳
句
会
⑳

三
月
の
ひ
び
き
明
る
し
生
れ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
　
正
次

金
婚
式
自
梅
ほ
の
か
に
匂
ひ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
慎
治
郎

三
月
や
思
い
出
残
し
去
る
母
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
山
　
芳
久

春
山
に
飛
行
機
雲
の
伸
び
ゆ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
　
清
次

散
策
の
径
に
か
げ
ろ
う
燃
ゆ
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
　
猪
祐

　
　
　
め

三
月
の
眸
に
ふ
る
る
も
の
み
な
眩
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
道
子

　
　
　
ら
　
　
の
つ

三
月
や
亡
父
あ
り
し
日
の
硯
箱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
島
　
孫
一

　
　
　
　
　
　
　
　
し
と

春
一
番
み
ど
り
児
の
尿
顔
に
浴
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
沢
　
直
江

下
萌
や
ゆ
る
び
し
鍬
に
く
さ
び
打
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
谷
　
ま
つ

夫
の
足
も
め
ば
寝
息
や
春
隣
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
と
よ

空
碧
し
雪
解
の
川
の
音
立
て
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
和
子

春
の
川
三
代
揃
い
て
渡
り
初
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ッ
エ

三
月
や
慶
び
つ
づ
く
招
待
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

竿
竹
の
売
声
春
を
呼
び
よ
せ
る

　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
関
口
　
米
子

　　みとりの目
　　　（4月29日〉

　みとりの遭閥
　　（4月23～29日）

針
の
手
を
休
め
味
あ
う
桜
餅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
加
津

旅
に
出
る
三
月
の
子
の
大
荷
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
花
枝

春
の
風
浴
び
て
黒
髪
み
だ
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ひ
さ

三
月
や
農
夫
の
声
の
や
は
ら
ぎ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
文
恵

春
北
風
姉
偲
び
つ
つ
奥
能
登
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
久
枝

三
月
で
さ
よ
う
な
ら
す
る
園
児
服

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
岡
　
牧
子

三
月
の
母
の
忌
日
や
供
養
塔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
泉
　
美
津

三
月
の
橋
誕
生
祝
福
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
津
千
代

福
来
る
と
友
の
語
り
け
り
庭
の
梅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
庭
原
そ
の
子

す
く
す
く
と
育
つ
児
で
あ
れ
つ
く
し
ん

ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
田
乃
芙
子

こ
だ
わ
り
も
解
か
ね
ば
な
ら
ぬ
犬
ふ
ぐ

り
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
塚
　
洋
子

下
萌
の
一
気
に
青
く
雨
後
の
畦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
政
男



1鱗圖固圃團

雛1灘藤難難欝戴難欝羅，，1灘灘萎，，1嚢蕪鱒、灘！「1睡，灘

灘齢

　　　　　（石づけ、水づけ）
繍　　　　12日く金）大輪菊のつくり方1　　　無料

難　　　　み方
灘
　薦　　　23日㈹　洋ランの株分け　　　　　無料
　　

瀬　　嚢　時間は、午後1時30分
　　き　　1対　象　一般県民
　　受　付　毎月1日の午前8時30分か
　　馨　　　　ら行います。

購灘問合せ　大里郡川本町本田5768－1
蕪　　 鵜

　　饗　　　　農林公園内・植物振興セン
　ヒ　　繋　　　　　ター　費83－2841

　鹸
　　i　　　　東京電力文化講演会
　粘敵、麟

　　　　日　5月22日（水）開場　午後1
欝　　＿　　　　　時30分　開演　午後2時
離
　　繋場　所　熊谷市文化センター

　　講　師　野末　陳平
、　…購テーマ　『税金・年金これからどう

　鍵　　　　　なる』　一高齢化社会を上

　　　　　手に楽しく生きる方法一
難　鑛｛
　　疋員500名
　　応募往信用ハガキに住所、氏名、
　　　　　電話番号を、また、返信用
　　　　　ハガキに住所氏名を記入
　　締切り　4月19日（金）入場無料

応募先　〒360熊谷市筑波1－113

　　東京電力㈱熊谷営業所
　　文化講演会係

　農林学級（4・5月）

女
性
交
通
指
導
員
募
集

口
募
集
人
員
　
　
　
若
干
名

匿
主
な
任
務

、
○
児
童
・
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開催日 内　容 時　間
4／14臼（B） 木工教室 午前10時

（、爲の巣箱づくン））

28B（日〉 木工教室 午前10時

（イスづくり）

5／2日（日〉 木工教室（型抜き〉 午前10時

6日㈱ 木工教室（型抜き） 午前10時

4／25日㈲ 料理教室（シリー 午後！時30分

ズ春の漬物）

5／2臼（菊 料理教室 午前10時

（たけのこ料理）

4／29日（月〉 農業体験（お化け 午前10時

かぼちゃの栽培講

習会

29隈（月〉 農業体験（ひょう 午後2時

たん・へちま栽培

講習会）

費用無料
対　象　一般県民

問合せ　農林公園管理事務所

　　台83－2301

　N　HK交響楽団演奏会

日　時　平成3年7月5日（㊨

　　午後6時30分開演
会場埼玉県熊谷会館
入場料　S　S席5，000円、・S席4，000

　　円、A席4，000円
演　目○モーツァルト：歌劇「ドン・

　　ジョヴァンニ」序曲
　　0モーツァルト：ピァノ協奏
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　　曲第二短調K。466
　　0ベートーヴェン：交響曲第

　　　7番イ長調作品92
演奏NHK交響楽団
指揮者十束尚宏
ピアノ　パスカル・ドゥヴァィヨン

前売所　八木橋百貨店、タニタ楽器

　　店、ニットーモール、⑧清

　　水園、熊谷会館など
前売開始　5月9日（木〉電話での予

　　　約は翌日から
問合せ　熊谷会館　費23－2535

　第8期　中国留学生募集

埼玉県と友好関係にある大学に派

遣する留学生を募集します。

山　西　大　学　30名山西省太原市

河南大学20名河南省開封市

慧篠蟻麗遼舞嬬市●
鄭州大学24名河南省鄭州市
期間平成3年9月1日から4年
　　・6月末、または7月10日ま

　　で
資　格　満18歳以上36歳未満の男・

　　女で埼玉県民
締切り　5月7日まで
問合せ　浦和市高砂4－18－10

　　埼玉県日本中国友好協会

　　智048－861－5818

　行　政　相　談
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　　　　　けい　　すけ

野本桂佑ちゃん
　平成2年3月13日生

　野本隆司・由美子さんの

長男　（1歳）

　「手がかからなくておと

なしい子ですよ。たまには、

いたずらもしますね。元気

に育ってほしい…」とお母

さん。

　　　　　ち　　　さ

関口知沙ちゃん
　平成2年4月27日生

　関口光博・千恵子さんの

長女　　（11ヵ月）

　「小さく（2400g）生まれ

たけど丈夫に育っています

よ。だれからも好かれる心

のやさしい女の子に育って

ほしい…」とお母さん。
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我
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生
産
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を
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理

　　　　　　　　　さと　　　し

　　　　　長倉知史ちゃん

　　　　　平成2年3月5日生
　　　　　、長倉文良・千恵子さんの

　　　　長男　（1歳）
響　　　　　「性格はおとなしいほう
認
。 玩、

　　　　　さ　や　か
大澤　沙也香ちゃん

　平成2年4月9日生
　大澤敏夫・貴美子さんの

長女　　（11ヵ月）

　「病気も少ないほうかな。

おあいそもいいですよ。元

気で明るくやさしい子に育

ってほしい…」とお母さん。
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●・

4月7日は埼玉県議会議員

一般選挙が行われます。

●告示日3月29日（金）

●投票日　4月7日（日）午前7時より

　　　　　　　　午後6時まで

●開票日4月7日（日）午後7時より
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